
課長名

■ ■ R3 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 2 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無 □ 無

□ 有 ■ 有

実習船「雲龍丸」体験航海事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 教育庁

法 定 受 託 事 務

課名 教育政策課 髙橋　道男

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

政　　策  〔 １ 夢と希望を持ち、ふくいを愛する子どもの育成

［解決すべき問題・課題］

［事業目的］

実習船「雲龍丸」による福井の海での体験を通じ、福井の自然や水産業を学び、ふるさとに愛着を持つ子どもたちの育成等を図る。

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 Ⅰ 学びを伸ばす（人材力）
関連する県の計画等 〔 福井県教育振興基本計画 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 R6

補助率

（実績） （役割分担）

雲龍丸運行計画に従い、若狭高校における実習船を使った実習と使い
分けながら事業を行う。

市町との連携状況 他県の状況

（１）小中学生や一般県民を対象とした体験航海（3,154千円）
　　　自然観察や操舵体験、漁業講座などを通じて海や漁業について学習をする。
　　　・対　　象　　嶺南地区小中学校の児童生徒および一般県民　　・実施日数　２５日（午前・午後）

［受益者］ 嶺南地区小中学校の児童生徒および一般県民 ［想定される受益者数］ 2,000人

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名 実習船運営費

福井の水産関連産業を支える将来の人材育成

［問題・課題を表す客観的データ］
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課長名

■ ■ R3 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 2 年

平成30年度 令和元年度 2年度 3年度

8,252 休止 休止 3,720

5,501 2,297

5,499

［成果指標等の推移］

平成30年度 令和元年度 2年度 3年度

(50)

63

(25)

25

実習船「雲龍丸」体験航海事業

部局名 教育庁 課名 教育政策課 髙橋　道男

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 R6

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額 3,154 3,154

0 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 4年度 令和4年度予算額の増減理由

当 初 予 算 額 の 推 移 3,154

・竣工式の費用減２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

・旧雲龍丸の売却に伴い、令和元年度から２年度まで体験航海を休止
・新雲龍丸の竣工に伴い、令和３年度より新たな実習船による体験航海を実施

区　　　　　　分 4年度 中間目標 最終目標 目標・指標の考え方・積算根拠

活動指標 実施日数
(目標) (25) (25)

成果指標
ふるさとに愛着を感じる
ようになった乗船者の割
合

(目標) (50) (60)

(25) ・一般県民体験　 7日
・小中学生体験　18日　　（計）25日

実績

廃止

目標：改めてふるさとに愛着を感じたり、水産業に興味を持つように
なった乗船者の割合が、中間目標60％、最終目標100％。乗船後アン
ケートを実施し調査。実績

(100)

［事業の評価]

前年度の実績・成果指標等の定量的評価 実績を踏まえた令和４年度の変更点 事業評価

□ その他

□ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □ 休止 □ 完了

566

・２５日の体験航海を実施。
・体験航海に参加した児童生徒、一般県民へアンケート調査を実
施。アンケート回答のうち６３％からふるさとに愛着や水産業に興
味を持つようになったとの回答を得た。

□ 拡充 ■ 縮減

□ 整理統合 □
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